
地域経済・環境・SDGsをまるごと学べるまちづくりゲームの開発チームで体感できる

地域課題の解決

横浜国立大学 （池島 祥文、志村 真紀、伊集 守直）

地域課題や地域再生を学ぶための大学講義向けに、地域の仕組みやまちづくりの過程を学ぶためのボードゲームを開発した。日本の地域は多様であり、経済、環境、医

療・福祉、教育、都市計画、建築、防災などの分野で課題があり、異なる分野での対策が相互に影響を及ぼすこともある。地域経済学や地方財政論、まちづくりに関する

知識を組み合わせ、地域の経済システムを学びながら、複雑な地域課題の解決を目指している。このゲームは、住民、自治体職員、事業者などの異なる立場を考慮し、

チームでSDGsや地域の未来について考える設定になっており、総合的な知識を体験することができる。

【ビジョン】学生や地域住民がチームを組み、地域経済や行政の仕組

みを学び、まちづくりの行動や政策をシミュレートして地域課題の

解決方法を理解すること。【目指すべき社会像】ゲームを通じ理想の

まちの実現方法を考え、地域の未来に取組む力を育むこと。

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

地域経済学、地方財政論、デザイン学の専門家に加え、学生や地域

住民等の非専門家がチームを組んで参加。

参画しているステークホルダー/ 「矩」を超えた場づくりの工夫

ゲーム制作に携わる研究者が、授業での利用を想定し連携したこと。

異分野でも地域という共通フィールドで多様な知の連携を実現した

こと。ゲームが、多様な立場の人々との意見交換や、未来を共に考

える場を生み出すコミュニケーションツールとして機能したこと。

生み出された総合知 / 得られた新たな価値

① 総合知活用の実践を行う事例 ② 総合知人材の育成を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例

まちづくりを「シミュレーション」する
ためのアクティブラーニング教材
みんなのまちづくりゲーム in cities

地域経済の
専門知識

地方財政の
専門知識

まちづくり全般
の専門知識

経済、環境、
医療・福祉、
教育、都市計
画、建築、防
災など諸分野
にまたがる複
雑な地域課題
への対処方法
を提供！



まちづくりを「シミュレーション」するためのアクティブラーニング教材
みんなのまちづくりゲーム in citiesの開発。
参加型教材で学際的な視野を広げ、社会を実感。

地域経済・環境・SDGsをまるごと学べるまちづくりゲームの開発
―チームで体感できる地域課題の解決―

＊ゲームプレイから得られる効果

コロナ禍中はオンライン版で参加型授業を実施

様々なアクションや政策が盛り込まれたカード

どのような地域にしたいか総合的に考える

1.SDGsとまちづくり：エネルギー／⾃然災害／レジリエンス／環境問題／政策／地域ブランド／復興
2.チームビルディング：アクティブラーニング／ディスカッション／意思決定／ビジョン共有／リーダーシップ
3.経済学的思考：地域⾏財政／地域内経済循環／外貨の獲得／税⾦／地⽅⾃治

地域経済の
専⾨知識

地⽅財政の
専⾨知識

まちづくり全
般の専⾨知識

おカネの流れや環境、
SDGsを意識したまちづくり
を学ぶためのゲームを通じて、
複雑な現実を追体験！

経済、環境、医療・
福祉、教育、都市計
画、建築、防災など
諸分野にまたがる複
雑な地域課題への対
処⽅法を提供！

住⺠、⾃治体職員、
事業者など⽴場の
違いを考慮しながら、
チームとして地域の
未来を考えることが
できる！

複数の研究者による専⾨的知⾒を組み合わせたゲームづくり
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活用例①
大学での授業教材

活用例②
自治体での研修

300名近い学生とともに、グルー
プワークとしてゲームを実施。

箱根町役場職員の研修として、
ゲームを通じてまちの未来を検討。

活用例④
防災イベント

オンラインによって、遠隔地からでもゲームが可能に。

活用例③
オンライン教材

「防災推進国民大会2023」にあわせて開催された
イベントにて、ワークショップを開催。
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